
ミウリシンフ ン`シヤ ヘンシユウイインシ・ソ
U■ 月 ■

文字大きさ=L宇

校正回散 ‐ 57

昨
年
１０
月
に
観
光
庁
が
発
足
し
て
以

降
、世
界
経
済
は
厳
し
い
状
況
に
陥
資

２
０
１
０
年
ま
で
に
訪
日
外
国
人
客
数

を
１
０
０
０
万
人
と
す
る
政
府
目
標
の

達
成
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
た

だ
ヽ
こ
の
数
値
は
、
近
隣
諸
国
の
所
得

水
準
の
向
上
を
暗
黙
の
前
提
に
し
た
予

測
値
に
過
ぎ
な
い
。
同
庁
が
打
ち
出
し

た
２０
年
ま
で
２
０
０
０
万
人
と
い
う
新

た
な
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
単

な
る
市
場
予
測
で
は
な
く
、
各
国
の
経

済
成
長
率
等
も
織
り
込
ん
だ
政
策
目
標

と
し
て
組
み
立
て
る
必
要
が
あ
る
。

路

２

落

薔

尖

書

薔

で
は
な
く
、
パ
カ
ン
ス
法
等
の
体
暇
増

加
策
や
旅
行
ク
ー
ポ
ン
の
配
布
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
我
が
国
の
高
速

＋
道
路
料
金
の
大
幅
引
下
げ
も
、
全
国
の

観
光
地
を
よ
り
広
域
の
競
争
に
さ
ら
す

こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
観
光
市

爆

霧

裏

晟

碧

３

．

１
９
３
０
年
、
鉄
道
省
に
設
置
さ
れ

た
国
際
観
光
局
は
、
大
恐
慌
直
後
だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
外
貨
獲
得
に
大
き

な
成
果
を
挙
げ
た
。
た
だ
、
今
の
日
本

は
世
界
有
数
の
債
権
国
で
あ
り
、
当
時

と
笑

言

琉

が
署

る
．
る

０

一７
年
１
月
に
施
行
さ
れ
た
観
光
立
国
推

一進
基
本
法
に
は
、
国
際
的
な
地
位
向
上

に
比
べ
て
訪
日
外
国
人
客
が
少
な
い
我

．が
国
の
現
状
を
改
善
し
た
い
と
い
う
思

い
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
が
増
え

た
の
は
、
諸
外
国
の
観
光
客
誘
致
策
が

効
を
秦
し
た
と
い
一つ
よ
り
も
、
日
本
人

の
外
国
、
外
国
文
化
へ
の
値
れ
が
大
き

く
か
か
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え

れ
ば
、
ア
ジ
ア
の
先
進
民
主
主
義
国
と

し
て
の
、
日
本
の
独
自
の
文
化
、
芸
術
、

産
業
、
そ
し
て
社
〈
事
ン
ス
テ
ム
ヘ
の
理

解
が
進
め
ば
、
お
の
ず
と
海
外
か
ら
の

来
訪
者
は
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

温
泉
に
つ
い
て
言
え
ば
、
入
浴
機
能

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
料
理
、
日

本
酒
、
陶
磁
器
、
日
本
旅
鶴
と
い
っ
た

総
合
募
曹
し
て
評
価
翼
覇
く

日

本
人
が
フ
ラ
ン
ス
料
理
、
フ
イ
ン
、
ワ

イ
ン
グ
ラ
ス
、
シ
ャ
ト
ー
ホ
テ
ル
に
対

観光立国

章
証

魏
↓

高
崎
経
済
大
学
教
電

観
光
学
博
ｔ

著
書
に
「
ユ

ビ
キ
タ
ス
時
代
の
人
流
」
な
ど
。
５９
歳
。

価
を
払
っ
た
よ
う
に
、
隣
人
は
対
価
を

支
払
っ
て
く
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
日

本
の
消
費
者
自
身
が
、
自
国
の
文
化
に

対
し
て
誇
り
と
愛
壇
を
持
ち
、
評
価
で

き
る
目
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。
観
光
地

の
質
の
向
上
が
、
訪
日
外
国
人
客
の
増

加
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
ま
た
日
本
人

の
、
自
然
や
文
化
へ
の
誇
り
、
愛
着
の

深
ま
り
に
結
び
つ
く
は
ず
だ
。

こ
う
し
た
質
の
向
上
と
と
も
に
、
運

送
機
関
や
宿
泊
施
設
等
の
選
択
権
や
価

格
決
定
権
を
、
国
際
的
に
も
日
本
が
握

る
と
い
う
態
勢
を
作
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
観
光
を
含
め

余

移
動
・一妻

〓

断

〓
惚

」

な
ら
ぬ
「人
流
」
と
と
ら
一４

人
流
産

業
を
振
興
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
観

業

宿
泊

運
送
の
体
質
第
著
総
合

的
に
図
る
政
策
展
開
が
必
要
で
あ
る
。
＋

具
体
的
に
は
、
駅

ｏ
一
港
と
観
光
地

と
の
間
の
送
迎
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
宅

茎

琵

自

Ｙ

８

窪

警

で

を
視
野
に
入
れ
た

「
人
流
」
を
考
え
た

い
。
人
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
文
化

・
情
報

の
流
れ
に
お
い
て
、
日
本
が
ア
ジ
ア
と

世
界
の
懸
け
構
と
な
っ
て
と
も
に
成
長

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
ア
ジ
ア
・
グ

ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
や
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー

便
の
規
制
緩
和
も
効
果
が
期
待
で
き

る
。
観
光
地
で
も
乗
り
放
題
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
地
域
の
創
意
工
夫
が
発
揮
で
き

論

療

曇

さ
投

筑

憲

急

い
。高
速
道
路
の
低
廉
化
の
み
な
ら
ず
、

低
コ
ス
ト
の
効
率
的
人
流
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
必
要
で
あ
る
。

一〓
ず
は
、
観
光
は
地
域
の
個
性
の
発

揮
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
持
ち
た
い
。

地
域
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
取
組
を

署

詈

、
努

雀

、
襦

籍

書

き

嘉

彗

賣

能

す
妻

う
に
心
が
け
る
べ
き
で
あ
る
。　
　
　
＋
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「人
流
」と
ら
え
た
構
想
必
要


